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　昨年４月１日より、改正農業委員会法が施行され、新たな法律のもと本年7月
20日に新体制でのスタートをきりました。
　新発田市長招集の臨時総会において、第２３期新発田市農業委員会会長職の指
名を受け、発足以来６６年もの長きにわたり、先人たち、そして先輩者たちが残
されてきた功績の重さと、会長職という重責に改めて身の引き締まる思いであります。
　今期からは、農業委員１９名と、農地利用最適化の推進が必須業務となったことを受け、新たに現場活
動を中心に担う「農地利用最適化推進委員」２２名とが連携を図り活動してまいります。
　この度の法改正の重要さを理解し、優良農地の確保はもとより、担い手への農地集積・集約化、遊休農
地の発生防止・解消、新規参入の促進などを推進していきます。
　各地区には、担当の農業委員と農地利用最適化推進委員がおりますので、農家の皆様の相談役として、
新発田市の農業振興はもとより、地域農業の発展、農家所得の向上及び担い手・後継者が夢をもって経営
に取組めるよう全力で取り組んでまいりますので、皆様のご支援、ご協力を心からお願い申し上げます。

　 法律の改正により農業委員１９名が任命され、また農地利用最適化推進委員として２２名が新たに委嘱されま

した。任期は平成29年7月20日から平成32年7月19日までの３年間となります。

役　職 氏　名

会　長

農地調整部会長

農政推進部会長

情報活動部会長

宮村　正義

鹿島　芳夫

星野　幸雄

津村　　賢

役　職 氏　名

会長職務代理者

農地調整副部会長

農政推進副部会長

情報活動副部会長

榎本　信彦

古田　光浩

櫻井美代子

川﨑　義明

農地利用の最適化をより良く果たせるよう推進に努めてまいります
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津村　　賢
【情報活動部会】

米　倉

石黒　俊一
【農政推進部会】
五十公野

古田　光浩
【農地調整部会】

北蓑口

川﨑　義明
【情報活動部会】
中曽根町

中村　正人
【農政推進部会】

上石川

近藤　勇二
【情報活動部会】

東姫田

星野　幸雄
【農政推進部会】

宮古木

宮村　正義
【農地調整部会】

大　友

小池　信義
【農政推進部会】

小　坂

氏　名
所属部会
住　所

松井　敏郎
【情報活動部会】

片　桐

佐々木　政司
【農地調整部会】

本　田

櫻井　美代子
【農政推進部会】

小　坂

榎本　信彦
【情報活動部会】

吉　浦

宮下　要一郎
【農地調整部会】

菅　谷

船山　孝紀
【農政推進部会】

横　岡

相沢　久明
【農政推進部会】

湖　南

大沼　敦志
【情報活動部会】

西　浦

鹿島　芳夫
【農地調整部会】

金　塚

松川　剛志
【農地調整部会】

宮　吉

農
業
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員
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井﨑　英明
【農政推進部会】

佐々木

伊藤  洋
【情報活動部会】

鳥　穴

川瀨　いずみ
【情報活動部会】

中田町

新保　忠司
【農地調整部会】

本　町

湯淺　生夫
【情報活動部会】

松　岡

牧野　和夫
【農地調整部会】

上赤谷

若杉　智代子
【農政推進部会】
五十公野

菅原　昭榮
【情報活動部会】

下内竹

氏　名
所属部会
住　所

髙橋　明美
【農地調整部会】

下中山

井上  寿
【農地調整部会】

板　山

加藤　眞一
【農地調整部会】

虎　丸

本間　德英
【農政推進部会】

上羽津

齋藤　啓一
【農政推進部会】

荒　川

海津　幸太郎
【農地調整部会】

二ツ山

齋藤　喜一郎
【農地調整部会】

竹ヶ花

田中　文夫
【農政推進部会】

池ノ端

小林  敏
【情報活動部会】

天　王

黒岩　鈴江
【情報活動部会】

東宮内

髙木　辰夫
【情報活動部会】

金　山

加藤　康弘
【農政推進部会】

向中条

大沼　春英
【農地調整部会】

茗荷谷

樺澤　修二
【農政推進部会】

下中沢

農
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用
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員
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　担当地区農業委員・
農地利用最適化推進委員名簿

地区担当委員への連絡先は
農業委員会事務局へお問い合わせください。

お気軽に

ご相談ください

新
発
田
地
区

佐
々
木
地
区

五
十
公
野
・
米
倉
・
赤
谷
地
区

松
浦
地
区

川
東
地
区

菅
谷
地
区

地区 氏　　名 委員区分 担　当　地　域

豊
浦
地
区

紫
雲
寺
地
区

加
治
・
加
治
川
地
区

地区 氏　　名 委員区分 担　当　地　域

※ご相談はお近くの農業委員または農地利用最適化推進委員へお気軽にご相談ください。

新栄町　富塚町　住吉町　舟入町　
舟入　弓越　富塚　奥山　大栄町　
御幸町　中曽根町　中曽根

道賀　長畑　桑ノ口　下名柄
中谷内　中田町　小舟町　小舟渡　
緑町　城北町

高浜　板敷　新富町　本町　
東塚ノ目　豊町　諏訪町　西名柄　
島潟

曽根　日渡　則清　則清新田　
西宮内　北蓑口　西蓑口

佐々木　上中沢

飯島甲・乙　下興野　太田新田　
飯島新田　鳥穴　砂山

五十公野（小路　外城　上町　下町　
七軒町　山王）　金谷　豊町２丁目　
豊町３丁目

江口　丑首　上内竹　下内竹　
五十公野（天ノ原）　山崎　小見　
古寺　上新保　下新保

山内　中々山

滝谷　上赤谷　滝谷新田

米倉　大槻

小友　浦新田　浦　法正橋　瑞波

大崎　六日町　八幡　八幡新田　松岡

荒川　上中山　新荒川

上大友　下大友　上羽津　下羽津
本間新田　長峰　西姫田　石喜　敦賀
下高関　上岡田　下岡田

田貝　虎丸　上三光　下三光
上楠川　下楠川　東姫田　南楯

宮古木　小戸　板山　上車野
車野

菅谷　小出　繁山　上寺内　下寺内

上荒沢　溝足　熊出　丸市
下中山　横山

上石川　下石川　中川　丸山　滝

〆切（蔵光）　東宮内　中妻　黒岩
麓　上中江　下中江　北中江　
中倉　蔵光

中ノ目新田　乙次　吉浦　大沢
竹俣万代　加治万代　下飯塚
万代

池ノ端　戸板沢　動木橋　横堀
大伝本村　大伝新道　下中ノ目

下本田　岡屋敷　八万　月岡
月岡温泉　興野　上本田　滝沢

天王　三ツ椡　福島　乗廻　中之通

太斉　久保　佐々川　小坂　赤橋

上端　蛇塚　上荒町　下荒町
切梅　二ツ堂　竹ヶ花

稲荷岡　関井　真野原外　真野原
住吉　南成田　中島　大中島　高島
片桐　湖南

藤塚浜　真野原外　真野原　真中　
古田　下中沢　富島　福岡

米子　宮吉　元郷　小川　長島
中野　長者館　真野原外

二ツ山　人橋　真野原外　真野原

金塚　岡島　戸野港　大野　相馬
中俵

金山　貝塚　寺尾　境　小国谷　
貝屋　下坂町　下小中山

湖南　上今泉　川口　関妻　稲荷
野中　下城　吉田　古楯　小島

向中条　高田　押廻　川尻　古川
二本木　釜杭　高山寺　草荷

〆切（早道場）　早道場　上小松
下小松　三日市

下山田　住田　箱岩　平山　横岡
西浦　下西山

館野小路　新保小路　茗荷谷
金津　上館　新屋敷　下中
下今泉

川﨑　義明

川瀨いずみ
 
  

新保　忠司
 
  

古田　光浩

 
井﨑　英明
 

伊藤　    洋

 
  
石黒　俊一
 
  

菅原　昭榮
 
  
津村　　賢
 
牧野　和夫
 
若杉智代子
 
小池　信義
 
湯淺　生夫
 
齋藤　啓一
 
宮村　正義

本間　德英
 
近藤　勇二
 
加藤　眞一
 
星野　幸雄

井上　　寿
 
宮下要一郎
 

髙橋　明美

 
中村　正人
 

黒岩　鈴江

農 業 委 員

  

推 進 委 員
  

推 進 委 員
  

農 業 委 員

推 進 委 員

推 進 委 員  

農 業 委 員
  

推 進 委 員
  

農 業 委 員

推 進 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

  
農 業 委 員

推 進 委 員
  

榎本　信彦

田中　文夫

 
  佐々木政司

 
小林　　敏
 
櫻井美代子
 

齋藤喜一郎

 
  
松井　敏郎
 
  

樺澤　修二

 
  松川　剛志

 
海津幸太郎
 

鹿島　芳夫

 

髙木　辰夫

 

相沢　久明

 

加藤　康弘

船山　孝紀

大沼　敦志

大沼　春英

農 業 委 員

推 進 委 員

  

農 業 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

推 進 委 員

  

農 業 委 員

  

推 進 委 員

  農 業 委 員

推 進 委 員

農 業 委 員

  

推 進 委 員

  農 業 委 員

  推 進 委 員

  農 業 委 員

  農 業 委 員

  
推 進 委 員

平成29年8月号



農 業 者 年 金

６０歳未満

年間６０日以上農業に従事している

国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）

詳しくはお近くの農業委員・農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局へ！
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落堀生産組合　左上　北村 裕 、中野佑一 、齊藤康成 、髙橋拓也
　　　　　　　左下　 佐々木優一 、中野光雄 、藤田弘行（代表）（ ）

今回は、紫雲寺地区の落堀地域を中心
に営農している落堀生産組合におじゃ
ましました。　　    （担当　松井委員）

　
当
組
合
は
、
十
数
年
前
か
ら
落

堀
農
家
組
合
の
有
志
が
集
ま
り
、

高
橋
毅
代
表
を
中
心
に
「
落
堀
生

産
組
合
」を
発
足
し
、
集
落
営
農
と

し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。経
営
面

積
68　
、内
大
豆
20　
で
す
。

　
水
稲
は
、個
々
の
既
存
の
乾
燥
機

で
乾
燥
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

大
豆
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
乾
燥
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
機
械
は
、
個
々
の
持
ち

出
し
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。現
在
組
合
員
数
12
戸
に

減
少
す
る
も
、
世
代
交
代
を
す

る
中
で
、
高
橋
代
表
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
取
っ
た
藤
田
弘
行
さ

ん
が
代
表
と
な
り
、
30
代
3

名
、
40
代
2
名
と
若
返
り
、
活

躍
が
期
待
出
来
ま
す
。

　
紫
雲
寺
地
区
圃
場
整
備
も

整
い
、
輪
作
が
容
易
に
な
り
ま

し
た
。

　
若
手
を
中
心
に
、
特
に
大
豆

生
産
の
技
術
を
し
っ
か
り
と
高

め
、
品
質
向
上
に
取
り
組
み
た

い
。当
地
域
か
ら
遊
休
農
地
は

「
出
さ
な
い
」
と
言
う
気
構
え

と
、
少
し
で
も
地
権
者
に
収
入

を
、と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
平

成
31
年
の
法
人
化
に
向
け
、
始

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
若
い
力
を
結
集
し
、「
地
域
の

農
地
、農
業
を
守
る
」と
力
強
く

決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

編
集
委
員
長
　
　
藤
間
　
壽
久

編
集
委
員
　
　
中
野
　
成
人
・
津
村
　
　
賢
・
川
﨑
　
義
明

　
　
　
　
　
　
　
嶋
津
　
和
文
・
小
林
　
　
敏
・
松
井
　
敏
郎

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
洋
・
星
野
　
幸
雄
・
本
間
　
英
介

■
発
行
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
　
☎
0254-33-3119

　
　
　
　
〒
959-2492　

新
発
田
市
住
田
510番

地
■
印
刷
　
株
式
会
社
 福
島
印
刷

ha

ha

8
月
号

N
o.39

平成29年8月号

7、8、9月分 平成29年11月10日
10、11、12月分 平成30年2月9日

全国農業新聞購読料（３ケ月分）の口座振替日をお知らせします。

　昭和２６年に農業委員会事

業が発足以来、新たな制度が

平成２８年４月から施行となり

新発田市農業委員会も本年７

月２０日から農業委員、農地利

用最適化推進委員との２委員

制となりました。遊休農地の発

生防止や解消、担い手への農

地集積や新規参入促進が必須

業務として位置づけられ、今後

の農地に関する諸問題解消に

農業委員・推進委員の連携業

務に期待されるところです。

（記　藤間部会長）

編 ◆集 ◆後 ◆記編 ◆集 ◆後 ◆記

全国農業新聞を読もう!!全国農業新聞を読もう!!

＊ 現金納付の方は、口座振替日が
　 納付期限日となります。

詳しくは農業委員会事務局または農業委員・農地利用最適化推進委員まで。

INFORMATION
事務局人事異動

局長　　菅　 　一義（農水振興課から） 平成29年4月1日付
主任　　水澤　　 勝（環境衛生課から） 平成29年4月1日付

局長　　川瀨　孝男（退職） 平成29年3月31日付
主任　　長谷川孝子（会計課へ） 平成29年4月1日付


